
議会報告会 報告書 

 

日時 令和５年５月 27日（土）19 時～20 時 30 分 記録者 横内博之 議員 

場所 上分公民館 参加者数 32 名 

出席議員 谷 國光・吉田善三郎・谷内 開・三好 平・猪川 護・杉浦良子・横内博之 

 

質疑・意見・応答記録（要点筆記） 

質疑・意見・応答内容 

【御質問】 

補欠選挙はするのか。 

【回答】 

現時点での補欠選挙の予定はなく、19 名で来年の 11 月まで任期を全うする予定である。 

【御意見】 

前回の一般質問に農業関係の質問が出ていないのが残念である。 

【応答】 

議会は３、６、９、12 月議会と年４回あるので、今こういう問題があるということを身

近な市議に情報を入れていただいて、このことについて聞いてくれといったサポートもお

願いできたらと思う。 

【御要望】 

経済部の農林水産課が市単独で土地改良事業をしているが、今のところ地元負担が農道

で２割、水利組合の水路で３割である。金田地区は小さな組合の集合体で、３人くらいし

かいない組合もある。少人数で負担するにはしんどくなってきているため、負担率を下げ

てほしい。このことについては、石川剛議員（元市議）にもお願いしていたので引き続き

対応してもらいたい。 

【応答】 

石川剛議員が県議会議員になったため、しっかり私達も引き継ぎ、声が届くようにさせ

ていただきたいと思う。 

【御意見】 

城山下の埋立工事がまもなく始まるが、落札率が 98％であり、落札率が 80％程度で工

事事業者の利益が保証されると伺った。そうすると、今回落札した工事の利益はべらぼう

なものじゃないかと思う。また、市民の税金が無駄に使われるのではないかと疑問に思う。 

埋立工事が終了した際に土地は造成されたが、売れ残った場合どうなるのか。買取予定

の企業がたくさんあり、競争で獲得するような土地であれば、売れ残ったりはしないし、

造成に要した費用を回収することもできるが、そのような状況がない中で、売れなかった

土地の処分や投入した予算が無駄になるかもしれない。このことについて、どのように考

えられてるのか。結局、若い人に負担が回っていくと思うため、そういう点を市民の立場

で真剣に考えて欲しいし、まだ始まっていないので、踏みとどまるということもできるわ



けなので、そういう面も含めて考えていただけたらと思う。 

【応答】 

入札については、理事者が公明正大に手順を踏んで、入札システムにかけて入札をして

もらっている。落札率などのいろいろな問題があるが、競争の上でそういう落札をされた

ということである。 

売れ残った場合の御心配もあると思うが、この事業については、議会も理事者からその

都度、十分な説明を受けている。今回の目的というのは住工混在の解消である。また、18

ヘクタールの埋立地を確保して、企業の流出を防ぐという大きな目的があるため、流出す

る企業がここで踏みとどまっていただけるよう、市の努力も必要かと思う。 

企業へのアンケートや希望を十分聞いて計画を進めることで、大いに利用していただけ

たらと思う。 

【御意見】 

普段利用する道路をダンプカーがバンバン走るようになると思うため、周りの住民にあ

まり迷惑がかからないようにということと、住民はこういう点に気をつけてほしいという

ことを周知徹底していただきたいと思う。 

それから、旧漁港を埋め立てて緑地（公園）にする計画があると伺っている。国道 11

号線から漁港の方へ抜ける道があるがとても狭く、緑地の真ん中に道を作る計画で、その

道路とつなげると言うが、周りの住民はすごく困る。今でも車で通るときに非常に困って

いるが、それにつなげるような計画はぜひともやめてほしい。緑地の真ん中に車が通る道

路をつくると、公園を利用する人が道路を横断するので、必ず交通事故が発生すると思う。

無謀な計画はやめてほしい。 

【応答】 

ダンプカーのことについては私たち議会からも、市に対して、口酸っぱくなるほど伝え

ており、これからも言い続ける。ルートに当たるところの市民の皆さんには特に通知をし

ていきたいと思う。 

緑地の道路の件だが、地区の説明が今後もあると思うので、地区の懇談会等の際に地区

から意見を上げていただけたら非常にありがたい。 

【御意見】 

市が土地の買収から全てを進めていると思っていたが、個人の会社が山を買って、工事

を進めていくということで、最後まで市は全く関係ないと伺った。お願いしておきたいの

は、やっぱり市に関わってもらいたい。かなり大規模な工事であり、想定外の災害等が起

こるかわからない。後谷池周辺の民家は密集している。大手のゼネコンであれば、死亡者

が出ても補償の能力があるかもしれないが、田舎の個人事業者が大きな事故が発生したと

きに補償できるのか疑問である。 

市が、この工事を許可するのであれば、もっと説明会等にも入ってもらいたかったが、

市は全くのノータッチというふうな形に映った。市が許可する工事として徹底してその工

事に関しては、事故が起きないように目を光らせていただきたい。 

【応答】 



御意見、十分理解した。 

 


